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受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
心
を
次
の
世
代
へ

K O M A T S U  M o n t h l y

広  

報



　平
成
28
年
に
は
『
い
し
か
わ
歴
史
遺
産
』

の
第
１
弾
と
し
て
、
曳
山
行
事
を
含
む
本

市
の
「
平
安
の
世
の
歴
史
物
語
が
息
づ
く

歌
舞
伎
の
ま
ち
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
本
年
３
月
に
は
、「
お
旅
ま
つ
り
曳
山
八

基
曳
揃
え
」が
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す

イ
ベ
ン
ト
に
贈
ら
れ
る
『
第
21
回
ふ
る
さ

と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
』の
最
優
秀
賞（
総
務
大

臣
表
彰
）を
受
賞
し
ま
し
た
。節
目
の
年
に
、

小
松
が
誇
る
曳
山
文
化
の
評
価
が
高
ま
り

ま
し
た
。

　先
人
達
の
努
力
と
心
意
気
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
後
継
者
の
育
成

や
、
曳
山
子
供
歌
舞
伎
の
魅
力
向
上
、
市

内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
次
の
２
５
０
年

に
向
け
て
伝
統
と
格
式
を
守
り
な
が
ら
大

切
に
次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
旅
ま
つ
り
と

曳
山
子
供
歌
舞
伎
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　小
松
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
お
旅
ま

つ
り
は
、
菟
橋
神
社
と
本
折
日
吉
神
社
の

春
季
例
大
祭
で
、
加
賀
前
田
家
三
代
前
田

利
常
公
が
小
松
に
隠
居
し
た
17
世
紀
中
ご

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
旅
」と
い
う
名
は
、
両
社
の
神
輿
が
氏

子
町
内
を
渡
り
歩
く
こ
と
を
「
旅
す
る
」

と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

　曳
山
子
供
歌
舞
伎
が
登
場
し
た
の
は
、

お
旅
ま
つ
り
の
始
ま
り
か
ら
約
１
世
紀
を

経
た
1
7
6
6（
明
和
3
）
年
ご
ろ
で
す
。

小
松
の
礎
を
築
い
た
利
常
公
が
産
業
を
奨

励
し
た
こ
と
で
、
町
人
達
に
富
が
も
た
ら

さ
れ
、
教
養
高
い
町
人
文
化
が
小
松
で
花

開
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
原
動
力
と
な
っ
て
、

曳
山
の
造
営
や
曳
山
芝
居
の
上
演
に
至
り

ま
す
。

次
の
２
５
０
年
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　平
成
28
年
、
曳
山
子
供
歌
舞
伎
は

２
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成

26
〜
29
年
の
4
年
間
を
「
曳
山
2
5
0
年
」

と
銘
打
ち
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
曳
山
を
持
つ
八
町
か
ら
の
提

案
で
、
曳
揃
え
会
場
で
の
昼
夜
２
回
上
演
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
た
曳
山

行
列
、
子
供
役
者
の
お
練
り
な
ど
、
新
た

な
魅
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

曳山子供歌舞伎特
集 次の250年へ

脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
町
人
文
化
の
粋
、
曳
山
子
供
歌
舞
伎
。

曳
山
2
5
0
年
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
飾
る
お
旅
ま
つ
り
が
幕
を
開
け
ま
す
。

▲ 平成29年3月「ふるさとイベント大賞」
　 最優秀賞受賞（東京国際フォーラムにて）

お
旅
ま
つ
り 

5
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

観
光
交
流
課
　☎
24
・
8
0
7
6

特
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
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曳山子供歌舞伎
次の250年へ

特

集

【
あ
ら
す
じ
】

　兄
を
謀
殺
さ
れ
た
新に
っ

田た

義よ
し

岑み
ね

は
恋
人
の
傾け
い

城せ
い 

臺う
て
なと

と
も
に
、
追
っ
手
を
逃
れ
て
渡
し
守
の
頓
兵
衛
の
家
に

一
夜
の
宿
を
求
め
ま
す
。
頓
兵
衛
の
娘
お
舟ふ

ね

は
義
岑
に

一
目
惚
れ
し
、
義
岑
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

頓
兵
衛
は
義
岑
の
兄
を
殺
し
た
犯
人
だ
っ
た
の
で
す
。

深
夜
、
頓
兵
衛
が
義
岑
を
殺
そ
う
と
忍
び
込
み
、
刀
で

突
き
刺
し
ま
す
が
、
刺
し
た
の
は
身
代
わ
り
と
な
っ
た

娘
の
お
舟
で
し
た
。
頓
兵
衛
は
懇
願
す
る
お
舟
を
は
ね

の
け
、
義
岑
を
追
い
か
け
ま
す
。
お
舟
は
瀕ひ

ん

死し

の
傷
を

負
い
な
が
ら
も
、
二
人
を
逃
が
す
た
め
に
太
鼓
を
叩
い

て
追
っ
手
を
欺
く
の
で
し
た
。

【
見
ど
こ
ろ
】

　父
へ
の
孝
と
愛
し
い
人
へ
の
恋
の
間
に
苦
し
む
お
舟
。

悩
ん
だ
末
に
選
ん
だ
道
は
愛
し
い
人
へ
の
思
い
。
命
を

懸
け
て
櫓

や
ぐ
ら
の
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。

【
あ
ら
す
じ
】

　大お
お

高た
か

源げ
ん

吾ご

は
、
吉
良
邸
へ
の
討
ち
入
り
の
前
日
、
俳

諧
師
の
宝た

か

井ら
い

其き

角か
く

に
仕
官
が
決
ま
っ
た
と
、
討
ち
入
り

の
計
画
は
秘
密
の
ま
ま
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま

す
。
其
角
が
去
り
際
に
、「
年
の
瀬
や 

水
の
流
れ
も 

人

の
身
も
」と
詠
み
か
け
る
と
、
源
吾
は
「
明
日
待
た
る

る 

そ
の
宝
船
」と
下
の
句
を
返
し
ま
す
。

　そ
の
夜
、
吉
良
邸
の
隣
の
土
屋
主
税
の
屋
敷
で
行

わ
れ
た
句
会
で
其
角
か
ら
昼
間
の
一
件
を
聞
い
た
主
税

は
、
源
吾
の
句
の
真
意
に
気
付
き
ま
す
。
や
が
て
陣
太

鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
と
、
主
税
は
高
張
提
灯
を
掲
げ
、

赤
穂
浪
士
へ
の
力
添
え
を
行
う
の
で
し
た
。

【
見
ど
こ
ろ
】

　赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
を
待
ち
望
む
人
々
、
本
懐
を

果
た
す
た
め
事
実
を
秘
密
に
す
る
赤
穂
浪
士
。
赤
穂
浪

士
に
関
わ
る
人
々
の
人
間
模
様
を
表
現
し
ま
す
。

神し
ん

霊れ
い

矢や

口ぐ
ち

の
渡

わ
た
し

頓と
ん

兵べ

衛え

住す
み

家か

の
段だ

ん

曳
山
曳
揃
え

曳
山
五
基
曳
揃
え

曳
山
八
基
曳
揃
え

曳
山
行
列 

曳
手
大
募
集

玩が
ん

辞じ

楼ろ
う

十じ
ゅ
う

二に

曲き
ょ
く

の
内う

ち

義ぎ

士し

外が
い

伝で
ん

「
土つ

ち

屋や

主ち

か

ら税
」

中

　
町

龍
助
町

振付／中村熊昇　義太夫／北野勝彦、茶谷土茂樹　三味線／鶴澤友瓔振付／市川団四郎　義太夫／竹本越孝　三味線／福光築山

〈土屋 主税〉
本村 巴奈

〈頓兵衛〉
加藤 輝一

〈お舟〉
有賀 羽悠

〈新田 義岑〉
村井 聖志郎

〈六蔵〉
太田 壱真

〈傾城 臺〉
加藤 桐

〈大高 源吾〉
宮田 菜央

〈宝井 其角〉
西 菜々子

〈落合 重蔵〉
宮田 悠衣

〈お園〉
⻆谷 優衣

〈お花〉
麻田 琉花

5
月
13
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
荒
天
中
止
。

　荒
天
の
場
合
、
子
供
歌
舞
伎
は
曳
山
展
示
小
屋
で
上
演
。

会
場
／
花
道
広
場
よ
ろ
っ
さ

（
こ
ま
つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
前
）

10
時

　
　
　第
5
回
み
よ
っ
さ
口
上
大
会

11
時
30
分

　龍
助
町
上
演

会
場
／
細
工
町
交
差
点

15
時

　
　
　オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
曳
山
八
基
祝
い
唄
、

　
　
　
　
　子
供
役
者
お
練
り
）

15
時
30
分

　中
町
上
演（
1
回
目
）

16
時
30
分

　龍
助
町
上
演（
1
回
目
）

17
時
30
分

　幕
間
休
憩
、
山
王
日
吉
太
鼓

18
時

　
　
　中
町
上
演（
2
回
目
）

19
時

　
　
　龍
助
町
大
獅
子
、

　
　
　
　
　龍
助
町
上
演（
2
回
目
）

20
時

　
　
　フ
ィ
ナ
ー
レ

テ
レ
ビ
小
松
全
国
衛
星
生
中
継

5
月
13
日（
土
）15
時
30
分
〜
17
時
30
分

中町上演スケジュール龍助町上演スケジュール

平成25年 中町
「一
いち
の谷
たにふたばぐんき
嫩軍記　熊

くまがいじんやのだん
谷陣屋之段」

平成25年　龍助町
「加

かがみやまこきょうのにしきえ
賀見山旧錦絵」

13：00

16：00

19：00
11：30

（曳山五基曳揃え）
16：30

（曳山八基曳揃え）
19：00

（曳山八基曳揃え）

10：30

13：00

16：00

19：00

12日
（金）

13日
（土）

14日
（日）

14：00

17：00

20：00

15：30
（曳山八基曳揃え）

18：00
（曳山八基曳揃え）

13：00

15：30

18：00

21：00

12日
（金）

13日
（土）

14日
（日）

13：00

16：00

19：00
11：30

（曳山五基曳揃え）
16：30

（曳山八基曳揃え）
19：00

（曳山八基曳揃え）

10：30

13：00

16：00

19：00

12日
（金）

13日
（土）

14日
（日）

14：00

17：00

20：00

15：30
（曳山八基曳揃え）

18：00
（曳山八基曳揃え）

13：00

15：30

18：00

21：00

12日
（金）

13日
（土）

14日
（日）

八
基
曳
揃
え
会
場
へ
向
か
う
際
の
曳
手
を
募

集
し
ま
す
。
町
内
の
人
と
一
緒
に
伝
統
の
曳

山
を
曳
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
／
5
月
8
日（
月
）ま
で
に

　
　
　
　
　観
光
交
流
課 

☎
24
・
8
0
7
6

※12日、14日は中町町内で上演。※12日、14日は龍助町町内で上演。
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5/13
（13日・14日利用可）

（13日・14日のみ）

（13日・14日利用可）

（13日・14日利用可）

（13日・14日利用可）

（13日・14日利用可）

5/13

八の市曳山通り三の市朱門通り

猫
橋
飴
屋
通
り

れ
ん
が
花
道
通
り

12：00～21：30の間通行止

21：00～21：15の間通行止

8：00～8：30／13：00～14：00／
20：30～21：15の間交通規制

13：00～13：30／20：30～21：30の間通行止

8：30～9：30／20：45～21：45の間通行止

8：30～9：00／20：45～21：30の間通行止

8：00～8：30／20：30～21：15の間通行止

終日通行止

会場・交通案内図
※5月13日（土）の
　交通規制です。

※交通規制の時間は変更になる場合があります。
※国道360号線 細工町～浜田町間は5月12日（金）9：00から14日（日）23：00まで通行止。

合同庁舎駐車場

商工会議所駐車場

曳山子供歌舞伎
次の250年へ

特

集

● 第5回みよっさ口上大会
　五基曳揃え会場の特設ステージで「とざい、とー
ざーい」の口上文句に乗せて思いを披露します。司
会はおなじみ葛西聖司さん。
とき　5月13日（土）10時～11時20分
ところ　花道広場よろっさ（こまつ曳山交流館み
よっさ前）※雨天時：みよっさ十八番舞台
問　こまつ曳山交流館みよっさ　☎23・3413

● 曳山250年
   「シネマdeお旅」
　第13回・第14回全国子供歌舞伎フェ
スティバルの模様を上映します。
とき　5月12日（金）10時～、15時～
／13日（土）10時～、13時15分～／
14日（日）11時35分～、14時10分～
ところ こまつ芸術劇場うらら大ホール
入場料 無料
問　こまつ芸術劇場うらら　☎20・
5500

● 人力車でまちなか散策
とき　5月13日（土）、14日（日）いずれも11時～17時
乗り場　①竜助町交差点付近
  ②北陸銀行小松支店駐車場（京町）
コース　①こまつ町家と寺院巡りコース
  ②曳山と芦城公園散策コース
乗車料金　500円／台
問　観光交流課　☎24・8076

● 歌舞伎市
　地元グルメが勢ぞろい。音楽演奏
やダンスパフォーマンスなどのス
テージ、フリーマーケットも開催。
とき　5月13日（土）10時～17時、
14日（日）10時～16時
ところ　中心商店街
問　NPO法人カブッキータウンこ
まつ　☎24・8200●  企画展

　「曳山250年ー工芸の粋を
　結集した山車ー」
　曳山を彩る工芸品に焦点を当て、曳山や
子供歌舞伎の文化を紹介。
とき　5月28日（日）まで
ところ　博物館
◎学芸員によるギャラリートーク
とき　5月21日（日）11時～、14時～
問　博物館　☎22・0714

こ
ま
つ 

DE 

歌
舞
伎

歴
史
と
伝
統
文
化
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
て
、

お
ま
つ
り
気
分
を
味
わ
お
う
。

● こまつ町家回廊
　町家を中心に茶会や華展、
篠笛の演奏会など各種イベン
トを開催。町家などを巡るス
タンプラリーもあります。
とき　5月12日（金）～14日（日）
ところ 市内20カ所以上の町家など
問　まちデザイン第2課　☎24・8096

● 歌舞伎役者に挑戦！
　本格的な舞台セットを背景に、歌舞伎
役者になりきってみませんか。
とき　5月4日(木・祝）、5日（金・祝）、
13日（土）いずれも9時～17時
ところ　こまつ芸術劇場うらら小ホール
問　こまつ芸術劇場うらら　☎20・5500

● 着物でおでかけ！
　着物の貸し出しと着付けを行います。
とき　5月13日（土）、14日（日）いず
れも10時～18時
着付会場　①きぬ工房神田（八日市町
20）、②こまつ芸術劇場うらら2階会
議室
定員　①各日20人、②各日10人（い
ずれも先着順）
料金　2,000円（着付けのみは1,000
円、足袋又は足袋ソックスのプレゼン
ト付き）
申し込み　①きぬ工房神田 ☎090・
1630・8955、②華友禅 菊屋  ☎22・
4022

獅子舞を見るのも、
まち歩きの
楽しみの一つ

着物の人は
乗車無料

▲ JR 小松駅では季節の花
で彩られた曳山華舞台が皆
さんをお出迎え

着物の人は、博物館、宮本三郎美術館、本陣記念美術館、
錦窯展示館、勧進帳ものがたり館の入館が無料になります。
期間　5月12日（金）～14日（日）

要予約
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― 

和
田
市
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
ね
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
や
ご

支
持
を
い
た
だ
き
、
三
た
び
、
市
政
運
営

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
２
期
８
年
の
取
り
組
み
を
評
価

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
が
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の

大
き
な
期
待
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と

小
松
を
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
、
重
責
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

― 

２
期
８
年
間
に
、
小
松
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
発
想
や
民
間
の
手
法
を
取
り
入

れ
、
ま
ず
は
財
政
再
建
を
は
じ
め
と
し
た

行
財
政
改
革
に
心
を
込
め
、
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
出
産
・
子
育
て
環
境
や
相
談
体

制
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
な

ど
、
家
族
み
ん
な
の

安
心
・
安
全
と
幸
せ

を
追
い
求
め
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
北
陸

新
幹
線
小
松
開
業
を

見
据
え
、
東
西
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立

つ
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
や
、
子
供
歌
舞

伎
、
石
文
化
、
木
場

潟
な
ど
地
域
資
源
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
努
め
ま
し
た
。
　

　
住
み
よ
さ
レ
ベ
ル

も
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
上
昇
し
、
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
を
バ
ネ
に
北
陸
の
ダ
ン
ト
ツ
の

ま
ち
へ
と
大
き
く
躍
動
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　
様
々
な
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
様
、
企
業
や
各
団
体
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

― 

３
期
目
の
抱
負
や
方
針
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
、

日
本
一
「
お
も
し
ろ
い
・
た
く
ま
し
い
・

こ
こ
ち
よ
い
」
ま
ち
、「
は
つ
ら
つ
」
と
し

た
ひ
と
と
ま
ち
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
皆
さ
ん

の
健
康
と
幸
せ
を
全
力
で
追
求
す
る
と
と

も
に
、
本
市
の
強
み
で
あ
る
も
の
づ
く
り

や
農
林
水
産
業
な
ど
産
業
力
を
更
に
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
陸
一
の
優
れ
た
ア
ク
セ
ス
力

を
生
か
し
て
、
大
交
流
時
代
に
人
・
モ
ノ
・

文
化
が
対
流
し
、
世
界
と
つ
な
が
る
国
際

都
市
を
目
指
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
財
政
の
健
全
化
や
市
役
所

改
革
は
止
め
る
こ
と
な
く
、
市
民
に
身
近

で
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
を
続
行
し

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
心
を
込
め
て
、
小
松
の
明

る
い
未
来
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

― 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
あ
り

ま
す
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
か
ら
。

全
て
の
施
策
は
教
育
へ
と
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の

が
、
来
年
４
月
に
開
学
予
定
の
「
公
立
小

松
大
学
」
で
す
。

　
地
域
の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
地
域
で

育
て
地
域
へ
と
送
り
出
す
拠
点
と
な
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
交
流
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

人
材
や
、
も
の
づ
く
り
分
野
の
企
業
リ
ー

ダ
ー
、
地
域
の
医
療
や
福
祉
ニ
ー
ズ
に
即

応
で
き
る
人
材
な
ど
、
世
界
と
ふ
る
さ
と

で
活
躍
す
る
ひ
と
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
若
者
の
流
出
を
抑
え
る
ほ
か
、
身
近
な

大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
家
族
も
安

心
で
す
。
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
高

い
知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材
の
確
保
な
ど
、

ま
ち
に
活
気
を
生
み
出
し
、
更
に
地
域
産

業
の
振
興
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

　
来
春
の
開
学
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　― 

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

尊
重
し
、
家
族
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
共
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
３
年
に
は
北

陸
新
幹
線
小
松
開
業
を
控
え
、
大
交
流
時

代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
に
、
北
陸
の
際
立
っ
た
ま
ち
へ
と
成

長
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

北
陸
で
際
立
っ
た
国
際
都
市
を
め
ざ
し
て
、

ま
ち
の
新
し
い
形
づ
く
り
に
挑
戦

ま
ち
づ
く
り
は「
ひ
と
づ
く
り
」か
ら
。

共
創
の
チ
カ
ラ
で
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
拓ひ

ら

く
。

3
期
目
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
和
田
愼
司
市
長
。

ひ
と
と
ま
ち
が
躍
動
す
る
小
松
を
目
指
し
、ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
て
政
策
を
推
進

す
る
市
長
に
、こ
れ
か
ら
の
方
針
や
施
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

▲建設中の小松駅南ブロック複合施設には
「公立小松大学中央キャンパス」や「子供と市
民の学びゾーン」などが入居。人材育成と交
流の新たな拠点が誕生します。

▲サイエンスヒルズこまつでは、理科・科学
大好き青少年を育成。ものづくりの原点であ
る理科や科学の楽しさを子供たちに伝えてい
ます。

▲新しいまちのイメージとまちづくりの方向
性を分かりやすく示した「NEXT10年ビジョ
ン」（2015年11月策定）

■市債残高

531
億円

1142
億円

1434
億円 1368

億円 1266
億円

1990年 2000年 2008年 2012年 2015年

■住みよさランキング

119位

2008年版 2012年版

2016年版全国806
市区

127位
全国810
市区

29位
全国813
市区

インタビュー小松市長 和田愼司

み
ん
な
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
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こまつオープン
ガーデン2017

趣味の鉢花観賞会
　コチョウランなど市民の皆さんが丹精込めて
育てた鉢花を展示します。
と　き　５月12日（金）～ 15日（月）9時～ 17時
ところ　市民ギャラリールフレ
　　　　（博物館１階）
入場料　無料

ヨウラン講習会 参加者募集

　コチョウラン、デンドロビウム、オンシジウム
などの育て方を学びます。植え替え実演あり。
と　き　　5月14日（日）14時～ 15時
ところ　　市民ギャラリールフレ（博物館1階）
参加費　　無料　※定員は10人程度、先着順
申し込み　5月10日（水）までに緑花公園センター
　　　　　☎24・8102

問い合わせ　緑花公園センター　☎ 24・8102

花のコンクール大賞2017　参加者募集!!
　誰もが見ることのできる場所にある花壇やプランターなどが対象です。

部　　門
応募方法

締め切り
そのほか

① 個人の部　　② 団体の部（幼児、児童・生徒、一般）
申込用紙に必要事項を記入し、緑花公園センターへ提出してください。
用紙は緑花公園センターのほか、市ホームページからもダウンロードできます。
7月20日（木）
部門ごとに表彰（副賞あり）

▲2016年 一般の部  金賞
　金平町老人会いきいき花壇

5月12日 15日金 月

同
時
開
催

　
市
で
は
、「
国
際
都
市
こ
ま
つ
」を
掲
げ
、
様
々
な
海
外
の
都
市
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
小
松
市
と
の
交
流
に
貢
献
さ
れ
た
、
相
手
方
の
都
市
の
人
々
の
功
績

を
讃
え
る
た
め
、
国
際
友
好
顕
彰
制
度
を
新
た
に
設
け
、
こ
の
度
、
次
の
お
二
人

を
表
彰
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

Komatsu Friendship Award

　
小
松
市
と
ゲ
イ
ツ
ヘ
ッ
ド
市
の
交
流
に

お
い
て
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
青
少
年
を
相
互
に
派
遣
す

る｢

友
好
の
翼
交
流
事
業｣

を
通
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
担
う
人
材
育
成
に
大
き

な
成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

庭
園
の
相
互
寄
贈
や
芸
術
家
の
交
流
な
ど

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ッ
ク･

ヘ
ン
リ
ー 

さ
ん

イ
ギ
リ
ス
・
ゲ
イ
ツ
ヘッ
ド
市
議
会
議
員

前
議
会
リ
ー
ダ
ー

た
た

　
筝
の
演
奏
交
流
や
台
湾
オ
ペ
ラ
の
小
松

公
演
な
ど
を
通
し
、
台
湾
文
化
の
紹
介
や

理
解
促
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
ま
つ
歌
舞
伎
未
来
塾
の
台
湾
公
演
に
も

尽
力
し
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
台
湾
で
発

信
。
定
期
便
で
つ
な
が
る
両
地
域
の
交
流

人
口
の
拡
大
と
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
友
好

の
促
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

寒 

雲 

さ
ん

日 

・ 

台
文
化
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
、
歌
手

そ
う

か
ん       

う
ん

　長い歴史のある、国と国との交流とは異なり、異国の都市間で公式な関係が
初めて結ばれたのは20世紀の初めだそうです。交流内容も、商業や観光を推
進するためのものや、人の交流を拡大するものなど多岐にわたり、各都市の特
徴によっても異なります。言語や文化の近い都市が姉妹都市になることもあり
ます。例えば、私の出身地であるブラジル・サンパウロ市には30ほどの姉妹
都市がありますが、その内6つが同じ言語を使うポルトガルにあります。
　ちなみに、なぜ「姉妹」という言葉を使うのか、考えたことがありますか。
それは、私の母語のポルトガル語や、昔外交の共通語だったフランス語には言
葉に性別があり、「都市」が女性名詞だからです。日本語の「姉妹都市」はここ
から来ています。一方で、ロシア語の場合「都市」は男性名詞なので、「兄弟都市」
と言います。言葉はとても面白いですね！

問い合わせ　国際都市推進課　☎24・8039

▲サンパウロ日本街ランドマークの鳥居。
大阪市や那覇市も姉妹都市。

国際交流コーナー国際交流コーナー
International City 
KOMATSU
International City 
KOMATSU

～国際交流員マルチノのこまつ新発見～

姉妹都市って何？

串町「そよぎガーデン」串町「そよぎガーデン」

白江町「カカリアガーデン」白江町「カカリアガーデン」

　こまつオープンガーデンでは、期間中、市内約20カ所の個人宅や会社、
公園、町内会などの自慢のお庭や花壇が一般公開されます。
　ガイドマップにあるお庭を巡って、花に囲まれた癒やしの時間を過ごし
てみませんか。見学の際は、マナーを守って楽しく観賞しましょう。
※詳細はガイドマップをご参照ください

ガイドマップ設置場所 市役所、木場潟公園管理事務所、こまつの杜わくわくコマツ館、小松商工会議所、
JA小松市（各支店）、地区公民館  など

●オープンガーデンの場所はこのマークが目印です

開園中 閉園中

広報こまつ 2017.511 10



▲ボンネットバスは、2000年から2016年3月
まで県内で観光用に運行していたものをリニュ
ーアルしました。

人のうごき

5月の税・料金の納期

平成29年4月1日現在

納付期限・5月31日（水）

人口
男
女
世帯

108,582人
53,053人
55,529人
42,301世帯

広報こまつは毎月1日に掲載されます。
http://www.city.komatsu.lg.jp/

（ ）は対前月の増減

上
下
水
道
料
金

下
水
道
負
担
金

後
期
保
険
料

介
護
保
険
料

軽
自
動
車
税

固
定
・
都
計
税

市
・
県
民
税

国
保
税

●●●●●

（－41）
（－14）
（－27）
（ 180）

タイヤ有料回収の
お知らせ

■とき　5月28日㈰9時～12時
■ところ　市役所西口玄関付近
■対象　一般家庭（事業所不可）
■料金　1本10円～（タイヤの大きさや
種類によって異なる）
■問　エコロジー推進課　☎24・8069

くらし

歯と口の健康週間行事
歯っぴぃ子育て支援事業

■とき　6月4日㈰9時～12時
■ところ　すこやかセンター
■内容　歯の健診や相談、歯磨き指導、
フッ化物歯面塗布（小学生以下）、唾液
検査（10時～、先着30人）
■参加費　無料（申し込み不要）
■問　すこやかセンター　☎21・8118
小松歯科医師会事務局　☎22・9750

HIV検査普及週間における
HIV（エイズ）検査

■とき　6月6日㈫9時～11時
■ところ　南加賀保健福祉センター
■検査料　無料
■そのほか　採血から1時間程度で結
果が出ます。検査は匿名で実施します。
■申し込み　前日までに南加賀保健福
祉センター　☎22・0796
■問　いきいき健康課　☎24・8056

医療・福祉

ホームページ 小松市役所問い合わせ
総合案内　☎20・0404こまつもしもしセンター

くらしのかんづめくらしのかんづめ

　手取川・梯川において河川が氾濫する恐れがある場合や、堤防の決壊など
により河川の氾濫が発生した場合に、皆さんの携帯電話やスマートフォンに
洪水情報が自動で配信されるようになります。
■配信開始　6月15日㈭
■配信エリア　小松市全域
■問　国土交通省金沢河川国道事務所　調査第一課
☎076・264・9910　防災安全センター　☎24・8150

　ケシには法律で栽培が禁止されているものがあります。飛散した種が繁殖
し、知らない間に庭先などに自生していることもありますので、発見した場
合はすぐにご連絡ください。
　ケシの見分け方については厚生労働省ホームページをご覧ください。
■問　石川県薬事衛生課　☎076・225・1442
　　　いきいき健康課　☎24・8161

手取川・梯川洪水情報の配信を開始

植えてはいけない「ケシ」の花について

◎植えてはいけないケシ

◎植えてもよいケシ（主なもの）
ケシ

ヒナゲシ オニゲシ

アツミゲシ ハカマオニゲシ

※一部の施設名を省略表記しています　　こまつ芸術劇場うらら→うらら　　サイエンスヒルズこまつ→ヒルズ

　那谷寺開創1300年・粟津温泉開湯1300年を記念して、レトロなボン
ネットバスを運行します。昔懐かしいバスに乗って、あわづ温泉・那谷寺・
日用苔の里など市内観光地を巡ってみませんか？

▲運行に向けて内装、外装などをお化粧直し

乗りもののまちを満喫しよう！乗りもののまちを満喫しよう！
ゴールデンウィークはゴールデンウィークは

レトロな気分でぶらり旅

日本自動車博物館

南公園前

里山自然学校こまつ滝ヶ原

ゆのくにの森 那　谷　寺

粟津温泉総湯

日用苔の里

4分

4分

1分

7分

7分

15分

8分

市民協働課
☎ 24･8217問

ボンネット
バスが
小松を周遊

航空
プラザが
リニューアル

２階
展示室

　年間入場者数が30万人を超える航空プラザ。今回、2階展示室をリニ
ューアルしました。
　航空の歴史を分かりやすく解説した絵本パネルや、最新の航空機模型
の展示など、親子で楽しめる内容になっています。

期　間

運　賃

コース

5月3日（水・祝）    5月7日（日）

無料

開館時間

入館料

9:00～17:00

無料

乗車定員 20人

10:00 11:00 13:00 14:00 15:00

10:46 11:46 13:46 14:46 15:31

発

着

※1 交通状況によって
は、発着時間が多少前
後する場合があります。

※2 15:00発の便のみ
那谷寺で折り返し運行
となります。

利用者には
施設の特典券
進呈

空の魅力を見て、触れて、体験できる

くらしの
かんづめ
くらしの
かんづめ

航空プラザ
☎ 23･4811問

※2

はんらん

だえき
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小松市公式ページ
「いよっ小松」で検索

観光ボランティアガイドと
めぐる小松

　小松観光ボランティアガイドの会「よ
うこそ」がご案内します。
●加賀百万石ウオーク
①芦城公園・小松城址を散策
■とき　5月の毎週土曜日10時～12時
■集合場所　公会堂前
■参加費　無料
②芭蕉ゆかりの小松を歩いて
■とき　5月の毎週日曜日9時30分～
12時
■集合場所　市役所前
■参加費　500円（多太神社宝物館入館
料ほか）
③開創1300年那谷寺を訪ねて
■とき　5月の毎週土・日曜日、祝日9
時～11時
■集合場所　那谷寺案内看板前
■参加費　600円（拝観料）
■定員　いずれも15人（先着順、最少
実施人数2人）
■申し込み　開催3日前までに（③は当
日現地でも可）こまつ観光物産ネット
ワーク　☎21・8208
●小松駅駐在観光ボランティアガイド
■とき　5月の毎週土・日曜日9時～
16時
■内容　JR小松駅周辺を希望に応じて
案内します。
■最少実施人数　2人
■参加費　無料（拝観料が必要な場所も
あります）
■そのほか　事前予約も受け付けます。
■申し込み　こまつ観光物産ネット
ワーク　☎21・8208

行事・募集

フェイスブック 小松市公式アカウント
@komatsu_cityツイッター 第2水曜日の北國・北陸中日

新聞朝刊に掲載新聞広報

音訳ボランティア
「陽だまり会」の見学会
　音訳ボランティア「陽だまり会」では、
広報こまつや議会だよりなどを録音し
CD化して、視覚障がいの人へお届けす
る活動をしています。活動に興味があ
る人はご参加ください。
■とき　5月11日㈭10時～12時、29
日㈪13時～15時（随時見学可）
■ところ　すこやかセンター 2階
■問　小松市社会福祉協議会　☎22・
3354

平成29年度
甲種防火管理新規講習

■とき　①5月16日㈫、17日㈬　②5
月18日㈭、19日㈮いずれも2日間の講
習で10時～17時
■ところ　消防本部
■対象　消防法に定める防火管理者と
して資格取得が必要な人
■定員　各50人（先着順）
■受講料　5,000円
■申し込み　5月10日㈬までに消防本
部予防課　☎20・2706

造園講習会

　造園に関する基礎的な知識・技能を
身につけます。
■とき　5月22日㈪～26日㈮、29日㈪
いずれも9時～16時（全6回）
■ところ　義経アリーナ（末広体育館）
■対象　60歳以上の人
■定員　15人（先着順）
■参加費　無料
■申し込み　5月8日㈪までにシルバー
人材センター　☎47・2855

東部児童センタースペシャ
ルイベント「子どもまつり」

■とき　5月20日㈯10時～14時
■ところ　東部児童センター
■内容　おもちゃのかえっこバザール、
模擬店、トランポリン体験、作って遊
ぼうコーナーなど
■問　東部児童センター　☎47・2667

小松市障がい児
親子水泳教室

■とき　5月13日～6月10日の毎週土
曜日9時30分～10時15分（全5回）
■ところ　小松屋内水泳プール（幼児
プール）
■対象　以下の全てを満たす人
●幼児（オムツをしていない）～小学生
●保護者同伴で保護者も入水できる親
子　●障害者手帳またはそれに準じた
証明書を持っている人　●水泳教室参
加について医師の承諾を受けた人
■定員　10組（先着順）
■参加費　2,000円（全5回分、プール
入場料含む）
■持ち物　水着、キャップ
■申し込み　5月8日㈪9時から小松市
体育協会　☎23・5961（電話受付のみ） ▲那谷寺　大悲閣（本堂）▲子どもまつり「くねくねパン」作り体験

■ところ　こまつビジネス創造プラザ（ヒルズ内）
■参加費　無料
■問　はつらつ学習課　☎24・8397

　金沢大学サテライトプラザで開催される講座のライブ映像を同時受信して
受講する講座です（申し込み不要）。

金沢大学公開講座

講座名

がん研究の最前線
5月13日～
6月17日の毎週
土曜日（全6回）

5月14日㈰

14時～15時30分

14時～15時30分

14時～16時6月7日㈬

開講日 時　間

小説にみる親の学び・子の
学び～重松清作品を中心に
しながら～

もっと知りたい！
漢方医学シリーズ１
～医食同源で健康に～

■申し込み　小松商工会議所事業課　☎21・3121

小松商工会議所各種検定

小松短期大学公開講座

検　定

第146回
日商簿記検定1～ 3級

第210回
珠算能力検定

第80回リテール
マーケティング
（販売士）検定2・3級

第38回福祉住環境
コーディネーター検定
2・3級

第22回環境社会検定
【ECO検定】

試験日　6月11日㈰
申込期限　5月12日㈮

試験日　6月25日㈰
申込期限　5月25日㈭

1級：7,710円
2級：4,630円
3級：2,800円

1級：2,300円
2級：1,700円
3級：1,500円

4～ 6級：1,000円

2級：5,660円
3級：4,120円

2級：6,480円
3級：4,320円

5,400円

試験日　7月8日㈯
申込期間　5月8日㈪～
6月16日㈮

試験日　7月23日㈰
申込期間　5月9日㈫～
6月9日㈮

試験日　7月9日㈰
申込期限　5月26日㈮

と　き 受験料

講座名

①医療系基礎知識講座
　～呼吸と日常生活～ 6月5日㈪ 18時30分～20時 50人 無料

②加賀地方の歴史文化講座
　～こまつ石の文化のものがたり～ 6月17日㈯ 13時30分～15時 50人 無料

③歴史文化講座
　～小松学入門2～ 6月24日㈯ 13時30分～15時 50人 無料

④はじめてのパソコン講座 6月19日㈪、21日㈬、
23日㈮（全3回）

18時30分～20時30分 20人 1,500円

⑤はじめてのWord講座 6月26日㈪、28日㈬、
30日㈮（全3回）

18時30分～20時30分 20人 2,500円

⑥品質管理検定2級
　受験対策講座（前期）

6月26日～ 8月28日の
毎週月曜日（全8回）
※7月17日、8月14日は除く

18時～20時 20人 7,400円

開講日 時　間 受講料定員

▲ローズガーデン（小松・ビルボールド友好
のバラ園"V"Road、末広町）

■そのほか　④⑤は5人以上、⑥は10人以上で開講
■申し込み　いずれも開催日1週間前までに小松短期大学庶務課　☎44・3500

金曜日19時55分～
（再放送：土曜日7時55分～）お茶の間ガイド

声の広報 ラジオこまつ（FM76.6）
火曜日12時30分～13時ラジオ広報

くらしのかんづめくらしのかんづめ
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問　ひととものづくり科学館　☎ 22・8610

広報こまつは毎月1日に掲載されます。
http://www.city.komatsu.lg.jpホームページ 小松市役所問い合わせ

総合案内　☎20・0404こまつもしもしセンター

3月の寄附（敬称略）

▽社会福祉へ　石崎和枝（河田町）
▽こども福祉基金へ　㈲吉田運輸建設
（島田町） ▲白江町出土の鳥形土器（古墳時代前期）

粟津公園
硬式テニス教室

　初心者向けの硬式テニス教室です。
■とき　5月28日～7月2日の毎週日曜
日①8時～10時、②10時～12時（全6回）
■ところ　粟津公園テニスコート
■定員　各10人（先着順）
■参加費　6,000円（全6回分）
■持ち物　ラケット、運動靴、運動し
やすい服装
■申し込み　粟津公園管理事務所　☎
44・2280

埋蔵文化財出前講座
『梯川流域の考古学』
　原始から古代にかけて、梯川が育ん
だ歴史舞台について解説します。
■とき・ところ　6月6日㈫…第一地区
コミュニティセンター、13日㈫…埋蔵
文化財センター　いずれも10時～12時
（全2回）
■定員　25人（先着順）
■参加費　100円（埋蔵文化財センター
展示観覧料）※こまつミュージアム・パ
ス利用可
■申し込み　6月1日㈭までに第一公民
館窓口で直接受け付け
■問　第一公民館　☎23・2414

ハウスクリーニング
講習会

　ハウスクリーニングに関する基礎的
な知識・技能を身につけます。
■とき　6月20日㈫～ 23日㈮9時～16
時（全4回）
■ところ　義経アリーナ（末広体育館）
■対象　60歳以上の人
■定員　15人（先着順）
■参加費　無料
■申し込み　6月6日㈫までにシルバー
人材センター　☎47・2855

河川愛護モニター
募集

■内容　梯川に対する意見やモニター
の河川愛護に関する活動報告など
■対象　梯川付近に住む満20歳以上の
心身共に健康な人
■募集人数　2人
■任期　7月1日～平成30年6月30日
■申し込み　5月31日㈬までに金沢河
川国道事務所河川管理課　☎076・
264・9916
■問　道路河川課　☎24・8089

そのほか

・体験教室には別途ワンダーランド観覧料が必要です。
・小学3年生以下は保護者同伴でお願いします。
■申し込み　①～⑧はヒルズホームページから、⑨⑩は当日先着順

　見習い魔法使いの少年・リンブラ
ダーと不思議なロボット・アルビィ
が時間と空間を巡る神秘的な旅に出
ます。日本ではここでしか見られな
い3D番組です。
■上映　土・日曜日、祝日

小学4年生以上
ま た は「楽 し
む」シリーズ修
了 者10組（1組
2人まで）

石
の
町
小
松
で
金
属
の
不

思
議
を
探
る
シ
リ
ー
ズ

UVレジンで鉱物アク
セサリーをつくろう!

大人のためのサイエ
ンスサロン「石灰石の
科学」

レゴプログラミング
教室「楽しむシリーズ
2」

レゴプログラミング
教室「ミドルシリーズ
2・3」

レゴプログラミング教
室「深めるシリーズ2」

金・銀・銅 の
不思議を探る

鉄とチタンの
不思議を探る

サイエンスヒルズこまつイベント情報北部児童センター主催教室

環境王国こまつ山菜検定

体験教室 3Dスタジオ新番組

小学5年生以上
各20人

市内の
小学5～ 6年生

各20人

小学生以上
各15人

大人20人

小学生以上
各10組

（1組2人まで）

小学生以上10組
（1組2人まで）
※低学年向け

小学4年生以上
10組

（1組2人まで）

小学生以上
20人

小学生以上
20人

500円

500円

500円

500円

200円

200円

200円

100円

200円

5月7日㈰

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

6月4日㈰

5月10日㈬
5月17日㈬
5月24日㈬
5月31日㈬

5月13日㈯
5月14日㈰
5月20日㈯
5月21日㈰

ヒルズ科学クラブ

少年少女テニス
（初心者でも可）

6月3日～10月21日の
毎週土曜日※9月23日は除く

8時～10時 20回 20人 10,000円小学3年生～中学3年生

子ども書道
（毛筆、硬筆）

6月14日～平成30年
2月28日の第2・4水曜日

15時30分～
16時45分 18回 20人 3,600円幼児（年長）～小学2年生

（毛筆は小学6年生まで可）

5月28日㈰

5月19日㈮

5月13日㈯

6月3日㈯

5月20日㈯

5月27日㈯

6月4日㈰

13時10分～
14時40分

15時30分～
17時

13時10分～
14時10分

13時30分～
15時30分

まったくはじめての
楽しむレゴプログラ
ミング教室

200円⑤ 5月27日㈯ 13時10分～
14時40分

13時10分～
14時40分

10時～
11時30分

13時10分～
14時40分

13時10分～
14時40分

13時10分～
14時30分

13時10分～
14時30分

参加費対象・定員時　間開講日教室名

受講料（年間）定員対　象回数時　間開講日教室名

虫めがねで光を
集めてみよう

虫めがねカメラを
つくろう

■定員　各回120人
■観覧料　一般600円、高校生400円、
3歳～中学生200円

GRAVITATION
～魔法使いの少年とロボット
　　　　　　　不思議な一夜～

　ヴァイオリニスト・葉加瀬太郎が奏
でる数々の名曲とともに、美しく尊い
地球を感じる体験をお届けします。
■上映　5月9日㈫から

※上映スケジュールは電話または
ホームページからご確認ください。

Feel the Earth
Music by 葉加瀬太郎

好評
上映中

■申し込み　5月14日㈰9時から北部児童センター（市民センター内）窓口で直接受け付け
■問　北部児童センター　☎24・6102

　環境王国こまつの豊かな自然と、里山の恵みである山菜についての
知識を深めましょう。
■とき　初級：5月27日㈯14時～ 16時50分（受付13時30分～）
中級：28日㈰14時30分～ 16時30分（受付14時～）
上級：28日㈰10時～ 13時20分（受付9時30分～）
■ところ　里山自然学校こまつ滝ヶ原
■定員　各50人（先着順）
■参加費　1,500円（別途テキスト代2,000円）
■申し込み　5月19日㈮までに
環境王国こまつ推進本部　☎24・8078

くらしのかんづめくらしのかんづめ
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くらしの困りごとは行政相
談委員にご相談ください

　総務大臣から委嘱された行政相談委
員が、市民の皆さんの暮らしの困りご
とに関する相談を受け付け、問題の解
決を図ります（予約不要）。
■相談日・ところ　第1・3木曜日…あ
んしん相談センター、第2火曜日…南
支所、第4木曜日…駅前行政サービス
センター　いずれも13時～15時
■行政相談委員（敬称略）　橋本淑子（安
宅町）、宮崎多恵子（八幡）、吉岡憲一（吉
竹町）、橋本操（今江町）、松本英好（五
国寺町）
■問　あんしん相談センター　☎24・
8070

工業統計調査に
ご回答ください

　工業統計調査は、工業の実態を明ら
かにするために行われる国の重要な調
査で、全国すべての製造業を営む事業
所が対象です。調査対象となる事業所
には、5月末までに郵送もしくは調査員
が伺い、調査票をお届けしますので、
ご回答をお願いします。
■問　総務課行政・統計担当　☎24・
8020

平成29年度
小松市戦没者慰霊式

■とき　6月3日㈯10時～
■ところ　市民センター大ホール
■問　ふれあい福祉課　☎24・8052

●育児相談
とき　5月1日㈪、6月5日㈪いずれ
も9時30分～ 11時
ところ　すこやかセンター
●両親学級
とき　6月3日㈯13時30分～15時
30分
ところ　すこやかセンター
内容　赤ちゃん人形を使っての抱っ
こやもく浴（お風呂の入れ方）体験、
栄養士による食事の講話、妊婦体験
ジャケット試着（希望者）
対象　妊娠中期頃の妊婦とその夫
定員　18組（先着順）
持ち物　母子手帳、動きやすい服装
申し込み　5月8日㈪9時からすこや
かセンター　☎21・8118

※相談はすべて無料です。秘密は守られます。
　相談日はいずれも祝日を除きます。

壊れた電化製品はないかと
買い取り業者から電話があ

り、処分しようと思っていたので
来訪を承諾した。買い取り業者が
自宅に来ると、電化製品には見向
きもせず「貴金属を見せてほしい」
と言われた。強引に居座るので断
りきれずに指輪を売り、後悔して
いる。

子育て消費せいかつ

健康づくり

予約制

今月のハッピースマイル

南浅井町
石原大楽くん（1歳10カ月）

問い合わせ　すこやかセンター　☎21・8118

申し込み　いきいき健康課　☎24・8161

●保健師・管理栄養士による健康相談
とき　月・水・金曜日（祝日除く）13時15分～ 15時15分
ところ　市役所1階またはすこやかセンター
●心理相談員によるこころの相談
とき　5月11日㈭、6月8日㈭いずれも13時～または14時40分～
ところ　市役所1階またはすこやかセンター
●血管若返り運動教室（初回教室）
とき　昼の部：5月9日㈫9時30分～、夜の部：5月25日㈭19時～
期間　6カ月間
ところ　すこやかセンター
内容　自宅でできる筋力運動、有酸素運動、健診結果・運動の効果の説明
対象　40～ 74歳で、平成27年度以降の健診結果が要指導、要医療の人
持ち物　健診結果、室内用運動靴、飲み物、タオル、運動できる服装

南加賀急病センター（小松市民病院南館1階併設）
【小児科・内科】　☎23・0099
月～土曜日：19時～ 22時30分
日曜日・祝日：9時～ 12時、13時～ 22時30分

休日・夜間医療情報

vol.
95

市民相談

賢い消費者になろう

事例

◆勧誘時には電化製品や不要な洋
服の回収などと持ち掛け、実際は
貴金属の買い取りが目的という
ケースが目立ちます。
◆訪問買取は、特定商取引に関す
る法律に基づくクーリング・オフを
することが困難です。売却の意思
がない場合は毅然と断りましょう。

も
し
も
し

今
壊
れ
た
電
化
製
品
を

無
料
で
引
き
取
っ
て
い

る
の
で
す
が…

そ
れ
な
ら
家
に
あ
る
わ
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
、

電
化
製
品
の
回

収
と
言
い
な
が

ら
、
実
際
は
貴

金
属
を
取
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ

る
ら
し
い
よ
！

え
!?  

知
ら
な
か
っ
た

こ
ん
に
ち
は
〜

不
要
な
指
輪
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

あ
り
ま
せ
ん
！

トラブル回避のポイント

悪質な訪問買取にご注意！

問い合わせ
あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　☎188

5/1

6/10

こまちちゃん  第１回  絵：れん（※小松市立高校芸術コース美術専攻）

ところ 問い合わせ
5/10,17,24,6/7
いずれも水曜日

あんしん相談
センター

5/25㈭ 南支所
5/9,16,6/6
いずれも火曜日

駅前行政サー
ビスセンター

第1・3木曜日 あんしん相談
センター

第2火曜日 南支所

第4木曜日 駅前行政サー
ビスセンター

次回は7/25㈫
第2金曜日
第2・4金曜日
※前日までに
要予約

10時～
12時

第3金曜日
※相談日当日9時か
ら予約可

13時～
16時

5月は休み

第3火曜日 13時～
14時30分

第1月曜日 13時～
15時

毎週月～金曜日 9時～
17時

あんしん相談
センター

あんしん
相談センター　
☎24・8070

（消費生活）
☎24・8071

と　き

13時～
15時30分

13時～
15時

13時～
15時

（予約先）
もしもし
センター　
☎20・0404
※相談日の1週間
前から予約可

ところ 問い合わせ

毎週土曜日

毎週土曜日

第3金曜日

毎週月～金曜日 8時30分
～ 17時

あんしん相談
センター

小松市パープル
ほっとライン
☎24・8178

月～金曜日 9時～
17時

第1・3土曜日 9時～
12時

発
達 月～金曜日 9時～

17時
発達支援セン
ターえぶりぃ

発達支援セン
ターえぶりぃ
☎24・8434

教
育 月～金曜日 9時～

16時30分
小松みどり
分校

小松みどり分校
☎24・0103

高
校
生

月～金曜日 9時～
16時

やすらぎ小松
教室（小松北高
校横）

やすらぎ
小松教室　
☎23・6669

毎日 13時～
17時

小松こころの電
話　☎24・5556

全
般

教育センター
☎24・8124
（相談専用　 ☎
21・7958）

教育研究
センター

と　き

社会福祉
協議会

社会福祉協議会
☎22・3354

13時30分～

15時30分

予約制

予約制

予約制

育児相談ダイヤル ☎21・0101  月～金曜日（祝日除く）8時30分～17時

たいら

くらしのかんづめくらしのかんづめ

クマにご注意ください

　クマが出没する時期となりました。
入山する人は朝夕の時間帯や単独での
行動を避け、鈴やラジオなどを携帯し
てください。
■問　農林水産課　☎24・8081

きぜん

弁護士
（予約制1日5人）

同一案件
年1回限り

くらし困り
ごと相談

（人権擁護委員・
行政相談委員）

交通事故
登記

クレサラ・
多重債務

（弁護士相談）

司法書士
（成年後見含む）

社会保険
労務

公証人

行政書士

消費生活

DV・性暴力

心配ごと

結婚

家族会
介　護

教育相談
不登校相談
発達相談

小松こころ
の電話
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ガイド
文化

文化創造課
問い合わせ　☎24・8130

◎春季企画展「校下別代表遺跡で語る！
こまつ歴史年表2017」
とき　6月25日㈰まで
観覧料　100円（高校生以下無料）
◎期間限定「火おこし体験」
　木の道具で火をおこしてみよう。
とき　6月30日㈮まで
参加費　無料

○「五彩曳山」展示
○Ichi-bee作品展「市高芸術コース美術
～Ｈ28年度卒展から～」（～6月下旬）

◎企画展「曳山250年ー工芸の粋を結集
した山車ー」
とき　5月28日㈰まで
◎学芸員によるギャラリートーク
とき　5月21日㈰11時～、14時～
※参加者には粗品をプレゼント

◎茶室一般公開と呈茶～ほっと一服
喫茶去～
　普段着で気軽にお越しください。
とき　5月28日㈰10時～15時
ところ　仙叟屋敷ならびに玄庵（芦城公
園内茶室）
担当　煎茶松月流
呈茶料　500円（見学のみ無料）
◎小松伝統芸能祭出演団体募集
とき　11月18日㈯、19日㈰
ところ　こまつ芸術劇場うらら
対象　市内で伝統芸能活動を行ってい
る団体（歌舞伎、能楽、邦楽、日本舞踊）
出演料　無料
申し込み　6月30日㈮までに出演申込
書を文化創造課に提出
※詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。
◎小松文化の祭典リードこまつ2017総
合部門　出演・出展団体募集
とき　12月9日㈯、10日㈰
ところ　公会堂、市民ギャラリールフ
レ
対象　市内で文化活動を行っている団
体（音楽、舞踊、文芸、展示など）
出演・出展料　無料
申し込み　6月30日㈮までに申込書を
小松市文化協会（公会堂内）に提出
※詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。

㈪㈫㈬㈭㈮㈯㈰

◎紙芝居「拍子木カチカチなれば楽しい
おはなしのはじまり～」
とき　5月21日㈰14時30分～
参加費　無料
◎図書リサイクル会
　市民の皆様からいただいた本をお譲
りします（1人5冊まで）。
とき　6月10日㈯9時～17時

◎着物着付教室
とき　6月11日㈰14時～
講師　神田昌子（こまつ市民博士）
定員　15人（先着順）
参加費　無料
申し込み　5月27日㈯から　

◎企画展「凛々と～宮本三郎の描く女優
と舞妓～」
とき　6月11日㈰まで
◎ふるさと館で模写にチャレンジ！
　館内でスケッチし、水彩絵の具で色
を付け宮本作品に挑戦しよう。
とき　5月20日㈯9時30分～12時
対象　小学生以上（小学3年生以下は保
護者同伴）
定員　12人（先着順）
参加費　無料（別途入館料が必要）
持ち物　絵を描く道具（鉛筆、絵の具一
式、雑巾）
申込期間　5月9日㈫～18日㈭

◎企画展「古九谷にあこがれて～古九谷
欽慕・古九谷敬慕～」
とき　6月25日㈰まで
◎解説＋触れて感じる鑑賞会
とき　5月14日㈰10時～、14時～
定員　各10人（先着順、要申し込み）
参加費　無料（別途入館料が必要）
◎本多貞吉ゆかりの地巡りとロクロ体
験！
　九谷焼原材料の花坂陶石を発見した
本多貞吉ゆかりの地を巡るバスツアー。
とき　5月27日㈯9時～15時30分
集合場所　博物館
コース　花坂陶石場、本多貞吉紀功碑
（若杉町）、錦窯展示館、花坂ロクロ工
房ワタル
定員　20人（先着順、要申し込み）
参加費　4,000円（昼食・焼物代含む）

◎特別展「つながる茶の心　仙叟から小
松人へ」
とき　6月11日㈰まで
◎学芸員によるギャラリートーク
とき　5月28日㈰11時～、14時～

　

　近現代を中心とした小松の諸産業の実態はいかなるものだったの
か。繊維産業をはじめとした、新史料が満載です。

※平成30年1月以降は定価5,000円
（税込み）の販売になります。

と き
ところ
主 催

6月3日㈯ 10時～ 11時30分
公会堂4階大会議室
小松天満宮創建360周年
記念事業実行委員会

問い合わせ　文化創造課　☎24・8130

錦窯展示館
問い合わせ　☎23・2668

埋蔵文化財センター
問い合わせ　☎47・5713

図書館
問い合わせ　☎24・5311

宮本三郎美術館
問い合わせ　☎20・3600

宮本三郎ふるさと館
問い合わせ　☎43・3032

博物館
問い合わせ　☎22・0714

本陣記念美術館
問い合わせ　☎22・3384

市役所エントランスホール
問い合わせ　☎24・8130

こまつ曳山交流館みよっさ
問い合わせ　☎23・3413

南部図書館
問い合わせ　☎43・1222

空とこども絵本館
問い合わせ　☎23・0033

◎企画展「我思い画にたくす～宮本三郎
の描いた風景～」
とき　6月11日㈰まで
◎学芸員によるギャラリートーク
とき　5月21日㈰10時～、14時～
◎美術館で模写をしてみよう！
　館内でスケッチし、水彩絵の具で色
を付け宮本作品を描いてみよう。
とき　5月27日㈯9時30分～12時
対象　小学生以上（小学3年生以下は保
護者同伴）
定員　12人（先着順）
参加費　無料（別途入館料が必要）
持ち物　絵を描く道具（鉛筆、絵の具一
式、雑巾）
申込期間　5月15日㈪～25日㈭
◎ミュージアム・蔵シックコンサート～
チェロ＆ピアノ～
　大作「日本の四季」を鑑賞しながらコ
ンサートをお楽しみください。
とき　5月28日㈰14時～15時
演奏　チェロ：小南友飛、ピアノ：甲野
杏美
定員　40人（当日先着順）
参加費　無料（別途入館料が必要）
◎おいしいコンサート～サックス＆マ
リンバ＆フルート～
　作品を鑑賞しながらのコンサート。
併設のカフェでお菓子と飲み物も楽し
めます。
とき　6月11日㈰14時～15時
演奏　サックス：三田千晶、マリンバ：
城田絵里子、フルート：川崎惇
定員　40人（先着順）
参加費　1,000円（高校生以下700円）
※コンサートのみ300円（入館料）
申込期間　5月22日㈪～6月8日㈭

◎5月の松居直コレクション
　こどものとも15号「ぺにろいやるのお
にたいじ」について紹介します。
◎よんでよんで
とき　5月23日㈫10時～16時
◎おはなし会「外であそぼう！」
とき　5月23日㈫10時30分～10時50
分
◎日曜あさのおはなし会
とき　5月7日㈰、6月4日㈰いずれも10
時30分～10時50分
参加費　いずれも無料

◎サンタママおはなし会「おはなしの
扉」
とき　5月28日㈰14時30分～
参加費　無料

綿抜豊昭
（筑波大学教授）
講師

　加賀前田家三代利常公に京都北野天満宮から招
かれ、初代小松天満宮宮司に就任し、小松の文化
振興に貢献した「能順」の業績を紹介します。

「小松天満宮と能順」
小松天満宮創建360周年記念講演会

入場無料
定員100人
（当日先着順）

第一章　繊維産業　
第ニ章　工業
第三章　鉱山業
第四章　温泉業
第五章　農林水産業
第六章　産業関連名簿
付録DVD　画像で見る小松の産業史

▲明治34年 機織図（浜佐美本町八幡神社蔵）

新修 小松市史
「資料編14  産業」

特別価格で
販売中

問い合わせ　市史編纂事務局　☎24・5315

特別価格
販売場所

3,800円（税込み）
市史編纂事務局
（郵送による購入もできます） きっ さ こきんぼ

とびら

けいぼ
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市民の皆さんによる催しや活動を紹介するコーナーです。イベント情報
や仲間づくりなどにご活用ください。

し み んし み ん 広 場広 場のの
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　「
写
真
を
一
緒
に
楽
し
め
る
仲
間
が
身
近
な
所
に
い
る
と
い
い
よ
ね
」
と
い

う
会
話
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
28
年
に
こ
ま
つ
カ
メ
ラ
部
は
創
部
し
ま
し
た
。

　
部
と
い
っ
て
も
部
員
が
定
期
的
に
集
ま
る
会
合
は
特
に
な
く
、
情
報
交
換

は
主
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
撮
影
会

で
、
活
動
初
年
度
と
な
っ
た
昨
年
は
木
場
潟
や
滝
ケ
原
な
ど
、
気
軽
に
行
け

る
風
景
地
を
会
場
に
、
６
回
実
施
し
ま
し
た
。
20
〜
60
代
の
写
真
好
き
の
男

女
が
、
市
内
だ
け
で
な
く
加
賀
市
や
能
美
市
か
ら
も
集
ま
り
ま
す
。
毎
回
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
撮
影
が
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　「
写
真
は
一
人
で
も
楽
し
め
ま
す
が
、
み
ん
な
で
す
る
撮
影
会
は
ま
た
特
別
。

同
じ
場
所
を
撮
影
し
て
も
人
に
よ
っ
て
写
真
の
出
来
上
が
り
は
様
々
。
互
い

に
見
比
べ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
明
る
く
話
す
の
は
、
発
起
人
の
橋

本
真
由
美
さ
ん
。
今
年
２
月
に
は
創
部
１
年
を
記
念
し
、
こ
ま
つ
町
家
文
庫

を
会
場
に
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
ま
つ
カ
メ
ラ
部
で
は
、
随
時
新
し
い
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
上
手

く
撮
れ
な
い
ん
だ
け
ど
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。
写
真
が
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
カ
メ
ラ
は
、

ス
マ
ホ
や
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
で
も
大
丈
夫
。
写
真
を
通
じ
て
色
々
な
人
と

の
交
流
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
橋
本
真
由
美
　
☎
27
・
１
２
０
５

（
こ
ま
つ
町
家
文
庫
、
水
・
木
・
金
・
土
曜
日
の
11
時
〜
18
時
）

　
み
な
り
ん
く
子
育
て
ネ
ッ
ト
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
供
を
持
つ
親
で
作
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
で
す
。
主
な
活
動
は
、
毎
週
火
曜
日
と
毎
月
1
回
日
曜

日
に
行
う
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
様
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
言
っ
て
も
１
対
１
で
は
な

く
、
数
人
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
会
話
を
す
る
よ
う
な
形
で
、
気
楽
に
相
談
で

き
ま
す
。

　「
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
親
御
さ
ん
、
特
に
お
母
さ
ん
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
私
た
ち
聞
き
手
も
障
が
い
の
あ
る
子
供
を
持
つ
親
の
一
人
で

す
。同
じ
仲
間
と
し
て
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

代
表
の
中
野
晴
美
さ
ん
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
以
外
に
も
、
大
学
教
員
を
招
い

て
の
講
演
会
、
行
政
・
療
育
関
係
者
と
の
座
談
会
、
親
子
で
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
、
様
々
な
催
し
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
供
の
子
育
て
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
み
な
り
ん
く
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
続
き
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日
　
毎
週
火
曜
日
、
毎
月
1
回
日
曜
日
10
時
〜
12
時
30
分
　
小
松
サ

ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

問
い
合
わ
せ
　
中
野
晴
美
　
☎
０
９
０
・
４
３
２
２
・
０
５
８
７

こ
ま
つ
カ
メ
ラ
部

み
な
り
ん
く
子
育
て
ネ
ッ
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
人
も
大
歓
迎
！

障
が
い
の
あ
る
子
供
の
子
育
て
を
み
ん
な
で
考
え
る

ご紹介ご紹介

掲載希望の人は「広報こまつ しみんの広場掲載ガイドライン」を確認の上、掲載月の前月
1日（閉庁の場合は前日）までに広報秘書課に申請書を提出してください（郵送・FAX・E
メール可）。ガイドライン及び申請書は市ホームページからダウンロードできます。

▲滝ケ原町での撮影会

▲こまつカメラ部の皆さん
▲ピア・カウンセリングでの要望を元
に開催した講演会

▲気軽に悩みを相談できるピア・カウ
ンセリング

●木曽町フリマ開催（出店も募集）
連休はフリマで楽しみませんか？お子様向
けの楽しいイベントも盛沢山♪　時5月6
日㈯、7日㈰10時～15時　詳しくは木曽
町カフェHPをご覧下さい　場 ･問木曽町会
館　☎46・6676（水・土の午前中）

●ウオーキング（小松協会）お知らせ
①お旅まつり（13㎞）②白山詣双六（14
㎞）を歩く　 時 ･場①5月13日㈯8時45
分～能美根上駅②21日㈰8時30分～
金沢駅もてなしドーム　持雨具、軽食 
費 500円　問二川　☎/ FAX 44・3962

●山菜ウオークと食事交流会
山菜を知ろう、学ぼう！　時 5月13日㈯
9時30分～13時　場 里山自然学校こま
つ滝ヶ原　対一般　定 40人　費1,200円
（昼食付き）　申 5月10日迄に里山体験交
流塾　山下　☎090・5680・1548

●小松ちりめんの展示といっぷく茶屋
小松ちりめんを楽しみながら、お菓子と
お茶でいっぷくしませんか　時 5月13日
㈯、14日㈰10時～18時　場駅前コミュ
ニティサロン友　費100円（菓子とお茶）、
観覧無料　問担当：若林　☎22・4022

●しあわせのいえ
◎ハーブdeクッキング春の料理教室　時 
5月16日㈫10時～12時　費 2,000円
◎大人のピアノキーボード入門講座　時 
5月24日㈬10時～11時　費体験無料　
問 しあわせのいえ　☎47・0309

●ヨガでしなやか
体の重さ、硬さが気になる方、変化を感
じてみましょう　 時 5月17日㈬、31日
㈬9時45分～10時45分　費 800円　場

･問しあわせのいえ　☎47・0309

●産後ママ体操教室
産後のゆがみをリフレッシュ！　時 5月
19日㈮10時～11時　場 まきっこ（牧こ
ども園裏）　対産後ママ＆赤ちゃん　費 
無料　問ぴあふれんど　奥村　☎080・
3044・1515

●受け継がれる着物語り
講師　華友禅菊屋女将　若林和美先生
テーマ：着物でランチ会　時 5月19日㈮
11時30分～　 費 2,000円　 場 ･問 駅前
コミュニティサロン友　☎090・1390・
4027

●紫外線で乾燥していませんか
春風でかさついた手をしっとりすべすべ
に　時 5月19日㈮13時30分～15時　場 

しあわせのいえ　対女性の方　定 5名　費 
無料　問清水　☎47・5903

●理科＆ものづくり教室参加者募集
「風力発電機を作ろう」　時 5月20日㈯
9時30分～12時　 場コマツ館2階教室 
対小学3～6年生　定 24名　費無料　問

コマツ館池田　☎24・2154　 FAX 24・
2164

●きらきら☆マタニティ
素敵なマタニティライフを応援します！　
時 5月20日、27日、6月10日、24日 い
ずれも土曜日10時～11時30分（1回の
み参加も可）　対妊婦（託児あり）　費1回
200円　場 ･問双葉保育所　☎24・2887

●生涯学習サロン会員募集
時①心も体も:5月20日㈯②校下別代表
遺跡:6月3日㈯③もったいない:7月21
日㈮④往生:9月20日㈬⑤昆虫よもやま
話:10月20日㈮　場パピヨン・ホール（大
文字町83）ほか　問勝木　☎22・2171

●出口則孝＆立見一クラシックギター
第20回ジョイントリサイタル2017　
時 5月21日㈰19時～　場絵本館ホール
十九番館　費1,000円　問広崎　☎23・
2465

●気軽にスマホパソコン相談会
時 5月26日㈮13時30分～15時　 場 駅
前コミュニティサロン友　 定 4名　 費 
1,500円　持普段お使いのスマホ・パソコ
ン　問中村　☎090・2378・5690

●前田利長と高山右近　その愛
歴史秘話を語りと歌で綴ります　時 5月
28日㈰14時、19時　場こまつ曳山交流
館みよっさ十八番舞台　定各50名　費 一
般2,000円、小・中学生1,000円　問白
石　☎090・9821・4711

●第18回なごみ祭
時 6月3日㈯10時～13時　場なごみの郷
費無料　問なごみの郷　☎23・7232　
※駐車場は松陽地区体育館をご利用下さ
い。定期的に会場までのシャトルバスが
出ます。

●鷲走ヶ岳登山募集
白山の絶景スポット鷲走ヶ岳（1096ｍ･白
山市）に登ってみませんか　時 6月4日㈰ 
費1,000円　◎説明会　時5月23日㈫19
時～　場まちづくり交流センター　申5月
21日迄に川端　☎090・1312・7268

●里山食堂の開催
旬の食材を楽しもう。味わおう。　時6月
10日、24日いずれも土曜日11時30分～
13時　場里山自然学校こまつ滝ヶ原　定

40人（各6月7日、22日迄に要予約）　費

700円　問里山食堂　山下　☎65・2376

●少林寺拳法で礼儀と元気な身体を
親子歓迎！　時毎週火・木曜日19時30
分～20時30分（小学生）、19時30分～
21時30分（中学生以上）　場上小松少林
寺拳法専有道場　費月4,500円　問安田
☎24・6670、090・8090・6517

●小松市民吹奏楽団団員募集!!
当団では一緒に演奏を楽しむ仲間を大募
集しています!!　時毎週水・金曜日19時
30分～21時30分　場シルクビート　対 
18歳以上（高校生は除く）　費月1,500円
問団長　中本　☎090・9767・4360

※しみんの広場は営利・宗教・政治を目
的としない市内の団体に紙面を提供する
もので文責は各団体にあります。

『市民ポータルサイト勧進帳』もご利用ください   http://kanjincho.jp/
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フォトプランをはじめ、様々なサービスを用意！
結婚記念日・成人式・合格祝いなど、
あなたの大切な記念日にぜひご利用ください。

芦城公園苔の里（日用町）サイエンスヒルズこまつこまつ曳山交流館みよっさ

木場潟公園

問い合わせ こまつ観光物産ネットワーク  ☎24・8394

詳しくはメモリアルプレゼンツ専用ページをご覧ください。
http://www.komatsuguide.jp/memorial/

子どもの頃、よく連れて行ってもらった場所。
学生時代に友人たちと時間を忘れて遊んだ場所。
そんな心が温かくなる思い出の場所や、これから
胸をわくわくさせながら暮らすこのまちで、記念写
真を残しませんか。
「メモリアルプレゼンツ」は、小松を象徴する美し
いロケーションで記念撮影し、あなたの大切な門
出をお祝いします。

生まれ育ったこのまち、
これからお世話になるこのまちで、
記念写真を撮ろう。


